
＜検証から導かれた課題と対応の方向性＞
• 日常的なヒグマ情報の発信は知床全域で取り組まれてきたが、ヒグマ生息
地における登山の行動規範（単独での行動、早いペースでの移動や、薄明
薄暮時、夜間、霧の時など視界が悪い時の活動を控えるといった、ヒグマ
との突然の遭遇をさける行動、クマ鈴・クマ撃退スプレーの携行、ゴミや
食料の管理等）については、十分に認知されず行動変容に至っていない可
能性が高い。

• 行動変容に影響する情報提供のあり方の観点として、登山者の情報収集や
行程の検討・決定などのタイミングも考慮した情報提供が課題

• 登山利用者に対し、計画段階においてヒグマ生息地における登山の行動規
範を情報提供することが必要である。
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ヒグマ生息地における登山の行動規範の策定と
登山利用者への情報提供

資料３－２
令和7(2025)年度 第2回 知床世界自然遺産地域科学委員会
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具体的な施策① 登山利用者の視点に立った情報提供

• ヒグマ生息地における行動規範としては、環境省釧路自然環境事務所が「知床国立公園 知床半島中央部利用の心
得」（以下、知床ルールとする。別添参照）を整理

• 行動規範として発信する内容は引き続き知床ルールを基本とする
• 登山利用者が知床ルールの内容を理解し、実際に行動変容に至ることを目指し、利用者の視点に立った情報提供

に取り組む

〇登山利用者への情報提供フロー（イメージ）

登山計画時

• 内容：知床ルールの周知（危険事例の報告依頼（具体例を含む）及びヒグマ目撃情報アンケートへの協力依頼を含む）、水場などの登山
情報【情報提供】

• 方法：自然流入（情報提供webサイト（新設予定）、SNS）、プッシュ型導線（登山アプリなど）、アナログ手段（登山用品店等での周知等）

登山開始時

• 内容：知床ルール（概要）、ヒグマ出没情報、事故情報、登山道の状況など【情報提供・注意喚起】

• 方法：プッシュ型導線（登山アプリなど）、アナログ手段（登山口での情報提供、アンケートを通じた情報提供等）

登山中

• 内容：危険エリア、登山道閉鎖・迂回情報、事故情報【注意喚起】

• 方法：登山アプリ、アナログ手段（巡回伝達等）

登山後

• 内容：ヒグマ目撃情報アンケート

• 方法：自然流入（各機関のWebサイト・関連Webサイト）、プッシュ型導線（登山アプリなど）、アナログ手段（登山口でのアンケート回収、危
険事例の報告依頼等）



【観光リアルタイム情報】知床情報玉手箱 center.shiretoko.or.jp/i-box/

遊歩道・登山道・施設・道路・ヒグマに関するリアルタイム情報。登山情報は別途あるが不充分。
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【観光情報全般】知床斜里町観光協会 www.shiretoko.asia

観光情報全般。アクセス多。登山情報ほとんどなし。
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【体験全般】Get Outside! SHIRETOKO goshiretoko.com/getoutside

アクティビティリスクセンター（斜里町・観光協会）によるアクティビティとリスク情報。登山情報なし。
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【体験全般】Have fun in SHIRETOKO
環境省による国立公園のアクティビティ情報

【ヒグマ情報】知床のひぐま  brownbear.shiretoko.or.jp

ヒグマに関する全般。対処法・レンタル情報・注意喚起情報。目撃情報
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具体的な施策② 登山利用者向けのwebサイトの新設

現状と課題

 WebサイトとSNSを中心とした情報発信の現状を右図のとおり
整理。特定のフィールドやアクティビティを対象としたサイトを
縦軸で、ポータル的なサイトやリアルタイム情報などの横断
的なサイトを横軸で表現。

 登山者への情報提供の観点からは、登山情報が集約されて
おらず、個別の施設等のサイトに重複して散在していることが
課題。

 リスク情報、ヒグマ情報の観点からは、専用サイト（知床のひ
ぐま）の集客力が弱く、主要なサイトからもほとんど参照され
ていないことが課題。

 ポータル的なサイトについても管理者の異なる類似のサイト
が重複している状況。

方向性

 登山情報を集約したテーマ性のあるwebサイトを構築する。

 ヒグマ情報については、現行の「しれとこのヒグマ」の構成、コ
ンテンツ、更新体制を見直すとともに、知床の主要なwebサイ
トすべてが参照・連携するように働きかける。
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【体験全般】Have fun in SHIRETOKO
環境省による国立公園のアクティビティ情報

【ヒグマ情報】知床のひぐま  brownbear.shiretoko.or.jp

ヒグマに関する全般。対処法・レンタル情報・注意喚起情報。目撃情報

【施
設
】自
然
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

フ
レ
ペ
の
滝
、
羅
臼
湖
、
登
山
案
内
、
ク
マ
ス
プ
レ
ー

【ﾌｨー
ﾙﾄ゙
】知
床
の
登
山

【観光リアルタイム情報】知床情報玉手箱 center.shiretoko.or.jp/i-box/

遊歩道・登山道・施設・道路・ヒグマに関するリアルタイム情報。登山情報は別途あるが不充分。

具体的な施策③ webサイトとSNSの連動性の強化
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具体的な施策④ 登山前チェックシートの設置

登山口に新しく設置する登山前チェックシートにより、登山利用者へ登山やヒグマに
関する事前準備を促すとともに、入山人数や大まかな登山行程を把握
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具体的な施策⑥-１ クマ撃退スプレーの普及とレンタル強化

具体的な施策⑥ー２ フードロッカー、フードコンテナの利用を強く推奨

（知床財団独自事業）

• 繁忙期のニーズに対応するため、貸出可能本数を大幅に増加。

• 貸出拠点は知床自然センター、羅臼ビジターセンター、ルサフィー
ルドハウス、木下小屋の４拠点体制を継続。

• 確実な貸出し、手続きの簡略化などを目的とした事前予約システ
ムの導入を検討中。

• 斜里町による「知床観光の安全DX化推進事業」と連携し、レンタル
スプレーとGPS付き発信機（ココヘリ発信機）を併せて貸し出す取
組みを検討中。利用者の安心と遭難時の早期発見・救助が期待
で期待できる。

• フードコンテナのレンタルサービスを継続。貸出拠点は、知床自然セン
ター、羅臼ビジターセンター、ルサフィールドハウスの３拠点体制。

• 先端部地区の利用者を対象とした無料レンタルを実施（羅臼町事業)。

• 各野営場のフードロッカーの維持管理・修繕を継続。使用方法に関す
る普及啓発の実施。



具体的な施策⑦ 来訪前段階での情報発信

（通年）

• 道内旅行者を対象に、レンタカー事業所でのヒグマリーフレット（外国語版を含む）の配布等

によるヒグマとの人身事故防止に向けた啓発

• インターネットやSNSを活用したヒグマ出没情報の発信

• 出没多発地域や被害発生地域に対するヒグマ注意報等の発出により、更なる被害の発生等

を防止

• 道民や道内旅行者に対し、ヒグマの生態や出会わないための対策など、理解の促進を図る

ためヒグマパネル展を開催

（ヒグマシーズン）

• 山野に入る機会が多くなる春と秋の「ヒグマ注意特別期間」にホームページやSNS、ラジオス

ポットCM等による注意喚起を実施

• 道内旅行者に対し、航空会社による道内空港着便の機内アナウンスや機内誌による注意喚

起を実施（7～8月）
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